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業　務　分　析　報　告
Ⅳ．考　　察
　アドバイザーから見て研修の成果は，患者と関
わる姿勢が良くなったことである。それは，先輩
の事例研究のリフレクションを共有したことで，
患者との関わり方のヒントを得たと考える。さら
に，チーム全体で研修生に関わったことで，看護
の展開ができたことも患者と関わる姿勢に良い影
響を与えた。コーディネーターの役割不足に対し
ては，病棟でのサポート方法について検討が必要
である。
　またアドバイザーの役割では，アドバイスの難
しさや研修生との関わりの悩みをかかえているこ
とが分かった。病棟のアドバイザーと教育担当者
の連携した教育体制を見直す必要がある。
Ⅴ．今後の課題
　今後は，教育担当者，研修生，アドバイザーと一
緒に研究の方向性を見出す機会を設け，アドバイ
ザーのスキルアップも担った企画を目指す。
（本論文の要旨は平成28年７月１日，２日　第17回
日本赤十字看護学会学術集会で発表した）
